
見

ど

こ

ろ わ

が

景

勝

地

道

祖

漢

ｏ
竜
門
の
滝

・
竜
王
の
滝

・
末
広
の
滝

ｏ
千
本
測
　
見
底
の
渕

ヽ
鬼
の
渕

ｏ
河
鹿
の
里

‘
座
禅
岩

‘
く
ぐ
り
岩

ｏ
天
駒
岩
か
ら
の
眺
望

ｏ
満
々
と
水
を
た
た
え
た
明
治
池
と
記
念
碑

電 滝の王

園

96名
93名
189名

小  学 校
1年  100名
2年   81名
3年  112名
4年  105名
5年   94名
6年   98名
合計  590名
(5551現 在 )

青
少
年
補
導
に
つ
い
て

青
少
年
補
導
委
員
会

会

長

森

本

寿

富

日
本

は
「
犯
罪
か
ら
の
安
全

」
と
い
う
点

で
は
世
界
最
良

の
国
で
、
日
本
が
世
界

の
国

に
誇
れ
る
美
点
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
聞

い
て

い
ま
す
。

昨
年

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

に
旅
行
し
た
友
人

の
話
に
よ
り
ま
す
と
、

「
夜
は
怖
く
て

一
人

で
タ
ク
シ
ー
に
も
乗
れ
な
い
、
ま
た

一
人
歩

き
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
己
と
い
い
ま
す
。
だ

が
日
本

の
都
会
で
は
深
夜

一
人
歩
き
を
し
て

も
何
ら
不
安
を
感
じ
ま
せ
ん
。
全
く
欧
米

の

先
進
国
と
対
称
的
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
心
配
な
の
は
青
少
年
非

行

の
低
年
令
化
で
す
。
去
る
七
月
五
日
市
役

所
第

一
会
議
室

で
青
少
年
指
導
委
員
研
修
会

が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時

の
講
師

の
話

に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
岡
山
県
下
で
補
導
さ

れ
た
青
少
年
は
三
千
六
百
二
十
二
人
で
全
国

十
三
位
で
、
そ
の
内
十
五
才
以
下
が
五
十
九

、
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
す
ｃ

な
お

小
学
生
は
全
国
二
位
、
中
学
生
八
位
、
高
校

生
七
位

（山
陽
新
聞
）
と
、
大
変
好
ま
し
く

な
い
数
字
で
遺
感

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
非
行
の
原
因
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
家
庭

の
不
和
や
貧
困
と
い
っ
た
特
定
条
件
は
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、

「
遊
び
型
非

行

」
と
い
っ
て
、
集
団
で
ス
リ
ル
を
味
わ
う

遊
び
が
増
加
し
簡
単

な
万
引
か
ら
多
人
数
に

な

っ
て
知
恵
を
し
ば
り
田
舎

の
小
さ
な
店
で

は
も

の
た
り
な
く
、
大
き
な
ス
ー
パ
ー
の
店

員
、
監
視

の
前

で
犯
行
、
と

い
う
傾
向
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
流
家
庭
の
子
ど
も

や
成
績
の
よ
い
子
ど
も
が
非
行
に
走
る
例
が

多
く
あ
り
ま
す
。

防
止
策
と
し
て
は
、

「
非
行

」
と
い
う
病

気
を
治
療
す
る
こ
と
で
す
。
精
神
活
動

の
基

礎
的
な
部
分
は
十
才
位
ま
で
に
備
わ

っ
て
し

ま
い
ま
す
。
な
か
で
も
三
才
、
六
才
、
九
才

前
後
の
時
期
が
重
要

で
こ
の
時
期

に
非
行
の

芽
を

つ
み
と

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
親
子
の
信
頼
閲
係
を
深

め
る
努
力
を
重
ね
、
親
の
立
場
を
理
解
さ
せ

て
一．
お
父
さ
ん
た
ち
も
大
変
だ
な
、
自
分
も

か
ん
ば
ろ
う
。　
」
と
、
自
分

の
責
任
を
感
じ

て
努
力
す
る
方
向

に
日
を
む
け
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

次

に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
学
校
　
関
係

団
体
、
諸
機
関
な
ど
地
域
全
体
の
助
け
合

い

だ
と
思

い
ま
す
。
家
庭
、
学
校
、
補
導
機
関

だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い

ろ
な
面
で
地
域
連
帯

の
回
復
が
さ
け
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
青
少
年
非
行
問
題

に
と

っ
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。



と
こ
ろ
で
、

「
背
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間

」
も
七
月

一
日
か
ら
始
ま
り
、
や
か
て
二

十
日
か
ら
夏
休
み
、
井
行

の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
学
校

で
も
十
分
夏
休

み
の
生
活
指
導

を
行

い
、
家
庭
で
も
わ
が
子
を
も
う

一
度

み

つ
め
な
お
す
と
と
も
に
、
地
域
全
体

で
「
人

の
子
で
も
し
か
ろ
う
Ｌ
運
動
を
展
開
し
て
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
連
帯
の
責
任
に
お

い
て
青
少
年
を
悪

の
風
潮
か
ら
守
り
た
い
も

の
で
す
。

各

部

事

業

計

画

文
化

教

室

の
概

要

‐
Ｗ

ず

ｘ

教
養
部

文
化
部
文
化
活
動

福
祉
部

体
育

レ
ク
リ

エ
‐

婦
入
学
級
…
…
毎
月
、
第

青
年
学
級
…
…
毎
月
、　
一

家
庭
教
育
学
級
…
…
毎
月

硬
筆

書
道

コ

ー

ラ

ス

民
謡
民
踊
生
花

（各
部
落
）

俳
句
美
容
健
康
体
操

パ
レ
ー
ボ
ー
ル

青
少
年
補
導

交
通
安
全

献
血
運
ち
…

敬
老
会

福
寿
会

シ

ョ
ン

盆
踊
大
会
…
…

市
民
運
動
会
…

パ
レ
ー
大
ヘ

水

墨

画

教

室

俳

句

教

室

園

教

室

囲

碁

教

室

硬

筆

Zlr

室

民

,謡

教

室

詩
　
吟

（哲
泉
流
）
教
室

詩
　
吟

（哲
泉
流
）
教
室

コ
ー
ラ

ス

　

教

　

室

Iil

球

教

室

華

l_rn

教

室

バ

レ

|

ボ

l

フレ

教

室

美
容

。
健

康
体

操
教

室

浴|

理

教

室

着

付

教

室

民

踊

教

室

習

字

教

室

〃
　

（裏
千
家
）
教
室

茶
　
一週

（
表
千
家
）
教
室

教

室

名

一
二
一
九

一二
五
二
八

四

っ
一
一一一一

一
四
一
一一一

一
五
各
支
部
八

二
七 ナL

一
二
一
四 ○

人

員

川

上

　

正

夫

細

川

　

子

生

惣
台

　

宏

仁

片

山

口

三
夫

井

上

　

福

夫

大

山

　
伸

泉

杉
原

　

久

子

大

山

　

伸

泉

橘

栄

池

田
　
勝

也

々
墓
ｙ
部
に
て
行
づ

片

山

　

明

則

猪

原

タ

エ
子

吉

川
　
　
棗

大

月

須

美

子

竹

井
　
初

香

川

上
　

正

夫

斉
藤
啓
代
子

大

山

タ

カ

エ

講

　

師

片
‐

11J

政

子

原
田
　
晴
夫

大
山
　
　
仁

三
島
　
次
郎

相
田

ツ
ル
エ

井
上
昌
次
郎

安
信
　
美
子

藤
本

　

英

子

定
光
　
　
操

河
合
　
周
子

宮
本
　
怜
子

森
山
　
啓
子

西
江
　
和
子

石
井
登
志
子

藤
井
　
孝
子

橘
高

八
重
子

相
田

ツ
ル
エ

運
営
委
員

第
二
。
第
四

（月
）

第

四

」1

第
　
　
一
一

（土
）

第

〓
一
　

（日
）

第

一
・
第
二

（木
）

第

一
。
第
二

（上
）

第

Ｔ
第
手
第
二

↑人

毎

週

こ

第

第
四

（水
）

毎

　

週

　

（月
）

毎
週

（水
）

（土
）

毎

　

週

　

（本
）

第

一
　

　

（水
）

第
二
・
第
四

（月
）

毎

　

週

　

（火
）

第

一
。
第
二

（月
）

第
二
・
第
四

（金
）

第

一
・
第
二

（火
）

開

　

講

　

日

/1(

F『

第

二
月
曜

詩
吟

Ａ

ＢＡ

囲
碁

園
芸
水
墨

料
理（

夏
休

み
、
冬
休

み
）

‥
…
十

一
月
十

一
日

（火
）

九
月
卜
四
日

（
日
）

総
会
　
五
月
　
第

一
日
曜

市
運
動
会
　
　
　
　
　
七
月

八
日

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
八
月
下
旬

‐
八
月
十
三
日

（
水
）

‥
十
月

五
日

（
日
）

‥
期

日
、
未
定 茶 卓

道 球
J〔 表



十

二

十

一

十

九 八 七 五 四

月

別

昭
和
五
十
五
年
度

学

級

開

設

計

画

閉
講
式

テ
ー
ブ

ル

マ
ナ
ー

洋
裁
リ
ホ
ー
ム

お
や

つ
作
り

健 講
康 演

摸 像
地庭
位に
お
t,

る
婦
人

野
草
研
究

園
芸

（家
庭
菜
園
）

保
健
衛
生
に

つ
い
て

研
修
旅
行

開
講
式

・
講
演
会

婦

人

学

級

閉
講
式

ス

ポ

ー

ツス

キ

ー

料
理
教
室

新
し
い
エ
チ
ケ

ッ
ト
と

男
女
交
際
に

つ
い
て

研
修
旅
行

月
見
会

テ
ー
ブ

ル

マ
ナ
ー

ス

ポ

ー

ツボ
ー
リ

ン
グ

野
外
活
動

（
キ
ャ
ン
プ
）

サ

イ

ク

リ

ン
グ

開
講

式

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

青

年

学

級

反
省
会
と

調
理
実
習

こ
ど
も

の

非
行
に
つ
い
て

母
と
子
の
ふ
れ
合
い

こ
ど
も
の
心
理

こ
れ
か
ら
の
母
親

の

生
き
方

家
庭

で
の
こ
ど
も

の

し

つ
け

家
族
関
係

。
人
間
関

係

を
考

え
る

テ
レ
ビ
の
視
聴
の

あ

り

方

小
学
校

の
先
生
を

囲
ん

で

五
十
五
年
度

・
学
習
計
画

家
庭
教
育
学
級

子
供
会
、
少
年
目
行
事

健

・
海
水
浴

・

二
ヽ
ャ

ン

．フ

・
奉
仕
活
動
…
…
清
掃
、
除
草
、
ペ
ン
キ
塗

・
野
営
大
会

・
サ
イ
ク
リ

ン
グ

・
ソ
ー

メ
ン
流

し

・
盆
　
踊

・
旅
　
行

く
わ
し
い
こ
と
は
、
小
学
校

か
ら
保

護
者
宛
に
通
知
が
あ
り
ま
す
。

米
米
米
業
※
米
米
米
米
来
米
米
来
来

米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来

１

経　
文
化
教
室
の
一
こ
ま
　
継
ω

※

米

米

※

来

来

米

来

来

※

業

米
来

来

康
体
操
ク

ラ
ブ

西
町

宮

本

怜

子

梅
雨
明
け
を
知
ら
せ
る
雷
鳴

が
と
ど
ろ
き

滝
の
よ
う
に
降
る
雨
を
名
残
り
と
し
て
、
も

く
も
く
と
入
道
雲
が
立
ち
は
じ
め
る
と
、

い

よ
い
よ
本
格
的
な
夏

の
訪
れ
で
す
。

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

し
な
や
か
に
、

の
び
の
び
と
躍
動
す
る
、

猪
原
タ

エ
子
先
生

の
妖
精
の
よ
う
な
魅
力
に

ひ
か
さ
れ
て
、

セ

ツ
セ
と
通
う
体
操
教
室
、

ア
ン
、
ド
オ
、
ド
ロ
ア
、
ア
ン
、
ド
オ
、

ト
ロ
ア
、
夢
は
自
鳥
を
舞
う
パ
レ
ー
リ
ー
ナ

の
如
く
、
な
れ
ど
現
実
は
き
び
し
く
、
バ
ー

ル
な
ら
ぬ
、
窓
枠
に
取
り
す
が
っ
て
の

一
挙

手

一
投
足
は
、
ド
タ
リ
、
パ
タ
リ
、

ハ
ア
ー

フ
ー
、
時
に
は
ヒ
ェ
ー
と
動
画
を
地
で
ゆ
く

雑
音
の
多

い
こ
と
。

〃
ど
ん
な
創
造
的
な
仕
事
で
も
、
家
庭
運
営

に
勝
る
も
の
は
な
い
。
家
庭
は
新
し
い
生
命

を
育
て
、
人
格
と
い
う
、
こ
の
う
え
な
い
貴

重
な
も
の
を
創
造
す
る
場
所
だ
か
ら
″

婦
人
学
級
講
座
で
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
き

い
て
、
社
会
的
に
な
に
も
で
き
な
い
専
業
主

婦
の

一
人
と
し
て
、
い
さ
さ
か
自
負
を
感
じ

る
と
共
に
、
そ
の
に
な
い
手
で
あ
る
主
婦
の

心
身
共
の
健
康
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
を

痛
感
し
て
、
寄
る
年
波
も
顧
み
ず
体
操
ク
ラ

ブ
に
入
部
し
て
、
猪
原
先
生
に
お
壁
話
に
な



っ
て
二
年
日
、
中

に
は
三
児
の
お
母
さ
ん
で

す

っ
て

（先
生
が
）
そ
ん
な
ら
モ
シ
ヤ
私
も

日
の
組
も

い
ら
し
た
よ
う
で
す
が
…
…
…

ス
マ
ー
ト
に
な
ら
な
く

っ
た

っ
て
健
康
第

一
〃
　̈
事
実
を
要
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
美

容
健
康
体
操

の
上
の
二
字
が

ぬ
け
て
…
…
…

ヒ
ガ

マ
な
い
。

ヒ
ガ

マ
な
い
。

と
も
か
く
木
曜
日
の
灯
と
も
し
頃
と
も

な

れ
ば
、

ソ
フ
ソ
フ
し
て
、

イ
ソ
イ
ツ
と
お
出

掛
と
は
な
る
次
第

で
す
。
部
員

二
十
七
名
、

張
り
切

っ
て
お
り
ま
す
ｏ

ご
声
援
く
だ
さ
い
。

半

＋

＋

半

半

　

　

＋

丹
窓
料

料
の
料

半

　

　

＋

糾
史
科

丹
歴
料

料
＋
＋
料

明
治
四
十
五
年
二
月
二
十
七
日
　
印
刷
発
行

明
治
四
十
五
年
二
月
二
十
日

四
十
五
銭

定
価

驀
誹
練

　
河
　
賭
村
「
二
に
二

西
江
簡

戸
長
　
関
戸
左
右
吉

戸
長
　
一月
田
　
生
三

戸
長
　
大
山
　
　
剛

戸
長
　
片
山
　
克
己

戸
長
　
平
木

　

潜

村
長
　
平
木
　
　
潜

村
長
　
一月
田
　
生
三

村
長
　
山
成
謹
治
郎

村
長
　
片
山
茂
久
太

村
長
　
片
山
　
克
己

村
長
　
大
山
寿
久
平

村
長
　
佐
藤
勘

二
郎

神

楽

面

つ

く

り

中
神
楽
面

に
興
味

を
も
た
れ
、

神
戸

の
田

中
政
太
郎
さ

ん
は
今
年
五

十
才

に
な
ら

れ
ま
す
が
、

三
十
三
才

の

頃
、

ふ
と
し

た
動
機

で
備

そ
れ
か
ら
今

日
ま
で
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
指
導
者
も
も
た

な
い
で
、
一
　

つ
と
り
で
、
こ
つ
こ
つ
と
面

職

年

月

二
年
　
七
月

五
年
　
八
月

六
年
　
一（
月

十
年
十

一
月

全 全 全 明
治 就

杏毛量 音 笛 氏
瀕     茂

躍曇露命名

離
躍

戸
長
戸
長
戸
長
戸
長
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1´ 十
‐

育脅青万脅百倉青背倉青胃

西江原村史

財

僣ト

彫
り
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
多
年
の
努

力
に
よ
り
今

で
は
相
当
な
腕
前
、
そ
の
上
部

落
内

に
十
名
近

い
同
好
者
も

つ
く
ら
れ
、
会

の
世
話

は
も
と
よ
り
、
技
術

の
指
導

に
も
熱

意
を
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
ｏ

田
中

さ
ん
宅
で
ｌｔ
、
会
員
が
集

い
、
終
日

の
み
を
ふ
る

い
、
あ
と
で
作
品
の
鑑
賞
を
し

た
り
、
四
方
山
話
に
花
も
咲
か
せ
、
楽
し
い

一
日
を
過

ご
さ
れ
る
こ
と
も
度
々
だ
そ
う
で

す
。会

員

の
皆
さ
ん
は
毎
年
文
化
祭
出
品
を
目

標
に
し
て
、
夫

々
暇
を
み
つ
け
て
は
こ
つ
こ

つ
と
作
品
に
取
組
ま
れ
、
黙
々
と
し
て
楽
し

い
境
地
を
味

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
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″

句

平

井

機
音
の
絶

え
て
蛍
の
間
と
な
る

病
後

な
る
も
と
な
き
足
に
蛍
追
ふ

原

則

は

る

を

ホ
ノ
ル
ル
に
来

て
十
月

の
舟
遊
び

さ
い
果

て
の
網
走
萱
の
生
ふ
と
こ
ろ

模

井

喜

美

子

菊
挿
芽
根
づ
ヽ
た
る
ら
し
葉
の
勢

ひ

白
百
合
の
群
れ
咲
く
庭
の
花
「　
）

藤

井

　

光

子

目
傘
さ
し
検
診
車
待

つ
列
に
入
る

笹
百
合
の
あ
た
り
の
風

の
す
が
／
＼
し

森

山

　

啓

子

い
た
だ
き
じ
柏
餅
ま
だ
め
た
た
か
く

逢

へ
ぬ
ま
ま
帰
り
来
る
道
忍
冬

″

短

歌

森

木
　
　
ゆ

み

三
才

の
祝
ひ
に
夜
夜
を
綺
ひ
た
り
し

晴
着

の
服
の
写
真
に
残
る

あ
ど
け
な
く
泣
き
顔
し
た
る
子

の
写
真

い
で
来

て
笑

い
日
頭
を
ふ
く

〓一一一義一一

公

民

館

長

よ

り

お

礼

″

東
新
町
　
西
江
升
治
さ
ん

自
作

の
こ
の
よ
う
な
立
派
な
大
黒
面
を
館

内
展
示

に
ご
協

力

い
た
だ
き
ま

し

て
、
ま

こ
と

に
あ
り
が
と
う

こ
ざ

い
ま

し
た


